20120429　1部礼拝

無能からの脱出 (ルカ9:37-43)
　この1週間も先週のメッセージの中で申し上げましたように、皆さん一人一人が世界の福音化の約束のもとで神様に召された尊い方であることをずっと思っていました。そのためにこの日本に私たちは遣わされて47都道府県にまだ福音を聞いている人が１％にも足らない状況の中で47都道府県にこの福音を宣べ伝えるために神様が備えられた弟子たちを探して回って行くべきではないでしょうか。一つの教会をしっかり守るというのももちろん大切です。でも、今のこの時代に私たちに福音を与えられてレムナント教会を立て、ここに私たちが集まるようになりました。47都道府県にしっかりと福音の土台をつくりなさいと言う神様のご計画であると信じております。そのために皆さんがアンテオケ教会の答えをしっかりと受けるようになると信じております。つまり、「先生、もう教会のことは何も心配しなくてもよいです。私たちのことは何も構わなくても結構です。47都道府県、巡回しながら伝道してください」という教会でないといけません。そのようなレベルになりますと私は多分、動き出すと思います。しかし、今はそのような状態ではないと思います。日曜日に牧師がきちんと講壇に立っていると人が集まって、何かの事情で牧師がおらず、インターネットで礼拝をささげるとなると教会に人が来なくなったりするレベルでは、まだそのタイミングではないと思いますが、「そうならないと」と思って祈りつつ備えていきたいと思います。一千の大学の前に大学の宿、学舎を建てて主が来られるまで大学宣教がずっと持続的に行われることができる土台を作っていくことのために、神様は私たちを会わせてくださったのではないでしょうか。このレムナント教会に神様が招いてくださり、レムナントの教会の牧師、また私がいなくなって違う人が牧師になったとしても、その牧師と会うようになったのは今、申し上げました福音宣教のためです。そして、未来に備えて必ずＲＵＴＣを建てないといけないし、レムナントの働きをしないといけません。それから、お医者さんや世の方法では治療ができません。それで福音を持って医学や様々なすべてを揃えて、しっかりと人を癒していく治癒院みたいなものも必要です。今の私たちの力で、今のレベルでそれができるかどうか、本当に神様のみこころであれば、そして、皆さんがそのために神様から一人一人がしっかりと恵まれていきますとこれは難しい問題ではありません。ある意味、神様がいつどのようになさるかわかりませんが、必ずなさるようになります。今日ももう一度言いますが、神様には偶然がありません。このような素晴らしい神様のご計画、神様の尊いみこころのためにレムナント教会に来るようになり、そして、牧師と会うようになったということを肝に銘じていただきたいと思います。そういう意味で皆さん、一人一人は貴重な存在、尊い存在です。そして、そのような神のみこころにふさわしい方です。今、現在、皆さんの状態がどうなのかと関係なく、神様に偶然が無ければ神様がミスをしてこのレムナント教会に、このような神のみこころに皆さんを招いてくださったはずがありません。神様にはミスがありません。今の自分自身を見るとそのように見えないようなこともたくさんあるでしょう。たとえば今現在も私は自分の問題で精いっぱいです。今、病気を抱えて患っています。今、様々な家庭の問題を抱えています。いろいろなレベル、問題、状態があると思います。私は信じております。それさえもこの神のみこころのために必要なものだったので許されています。それも全部ひっくり返されて「なるほど。47都道府県のために、一千大学のために、レムナントのために、いやしの働きのためにこれも必要だったのだな」となるはずです。だから、皆さんは今どのような状態なのか、どういう問題を抱えているのか関係なく、それこそそれが理由です。ぴったり合う適合者であることをぜひ覚えてください。人間の目で見たときに良い悪いいろいろな評価があるでしょうが、そのすべてがこの日本の福音化という神のみこころのために全部、用いられるようになります。覚えていてください。今日もそのような神様の計画の中で私たちが礼拝をささげていることを一人一人、覚えていただきたいと思います。だから、皆さん自分自身に、自分の現実や自分の人生に失望したり、がっかりしたりすることをやめてください。それはよくわかっていないからです。それはある意味、「神様がミスした」と神様をいじめるようなことになるかもしれません。皆さん一人一人は皆さんが考えている以上に本当に尊い貴重な意味ある方々です。しかし、現在を見るとどうしてもそのように言えないような状態であることも否定できません。とても無能に見えます。経済的にも、実力の面においても、また人格から考えたときにもこれはどうにもならないという方もいらっしゃるかもしれません。これで何ができるのか。本当にそれに用いられることができるのか。その無能さで悩んでいるかもしれません。あるいは、そのような神様のご計画を素直に受け入れないかもしれません。それは勘違いです。今日、はっきりと言いますが皆さんの無能さなどは心配しなくて結構です。神様は私たちに能力がない、才能がない、私たちの無能さなどに文句をおっしゃる方ではありません。それを問題視される方ではありません。勝手に私たちが「私は何もうまくいきません。私にはそんな才能も実力も能力も何もありません。力もありません」ととりあげて心配しますが、神様はそのようなことは何も言いません。なぜかと言うと神のご計画は私たちの能力や力によって成し遂げられるようなものではありません。１００％神の力によるものなので、神様は私たちの無能さなど何も気にしていらっしゃいません。ただ私たちが勝手に気にしているだけです。それを言い訳にしたり、心配したりしますが、心配も言い訳もいらないのです。神様が気にしていらっしゃるのは私たちの無能さではなく、その無能さがまったく問題にならない、その無能さから抜け出すことができる信仰がありますが、その信仰が見あたらないので、そこが気になることなのです。それさえ回復するようになれば皆さんは47都道府県、一千大学、ＲＵＴＣ、治療院に福音宣教を行っていく主人公として必ず祝福されます。神様が皆さんの事業、学業、経済、健康、家庭に、神のご計画のために必ず祝福の証拠、神の力が与えられるはずです。それこそ力です。それがあれば私たちの無能さなど何も問題になりません。
今日の聖書を見るとうっかりすると誤解しやすい箇所ですが変化の山から下りて来たときに、ある人がイエスさまのほうに来てお願いしました。「イエスさま。私の息子を助けてください」と。ひとり息子なのですが悪霊にとりつかれて倒れたり、泡を吹いたり、けいれんを起こしたりの状態でした。それでイエスさまの弟子たちにお願いしましたが彼らにはできませんでした。そのときにイエスさまが何とおっしゃったでしょうか。「ああ、不信仰な曲がった今の世だ。いつまであなたがたと一緒にいて、あなたがたに我慢しなければならないのでしょうか」とおっしゃいました。これはだれに向かって言ったことでしょうか。弟子たちに向かっていったことだと思います。悪霊を追い出すことができなかった、その無能さを叱っているかのように思われるでしょうがそうではありません。元々、弟子たちにはそのような能力などありません。イエスさまが叱っているのはこれと同じ個所、同じ内容がマタイの福音書にもマルコの福音書にもあります。そこを見るとあとで弟子たちが聞きます。「イエスさま、なぜ私たちには悪霊を追い出すことができなかったのでしょうか」と。そして「あなたに信仰が無かったからだ。からし種の信仰さえあればこの山からあちらに移動することもできる」と言われました。それから、他の福音書を見ると「なぜ私たちにはこれができなかったのでしょうか」と聞いたときに「祈りの他にはこういうことはできません」と答えています。それはどういう意味でしょうか。弟子たちが今までイエスさまと一緒にいていろいろな奇跡を見て、お話を聞いたにもかかわらず、イエスさまがその現場にいらっしゃらないときに何かの問題が起きて、何かの課題が与えられたときにさっぱり信仰が無かったということが浮き彫りになったということです。また祈りの他にはできないというのは、一生懸命祈ればできるという意味ではありません。私たちの力ではなく、神の力、キリスト以外にはできないというのが祈りです。そういう意味です。それをイエスさまは叱っていました。ですから、悪霊が追い出された、追い出されなかった、それが問題ではありません。必ず追い出されるようになっています。しかし、弟子たちは今正しい信仰に欠けているので無能さに捕らわれているのです。私たちは無能さを何も気にせず、そうだからと言ってそれに捕らわれる必要はありません。その無能さから脱出するクリスチャンにであってほしいと思います。必ずそのようになります。すると、47都道府県、一千大学、ＲＵＴＣ、治療院の主人公の答えを皆さんの現場において具体的に受けるようになります。47都道府県に私と一緒に行く人がいるかもしれません。経済を持ってサポートするようになるかもしれません。でも、まず神様は皆さんがいらっしゃる現場に働いて証拠を与えられるようになります。この計画をしっかりと握り、「私はそのために召されている者だ」というプライドと確信はぜひ持っていただきたいと思います。そのために神様は私たちが気にしている、本当は気にしなくてもいいのですが、その無能さを無くして脱出することができるようにしてくださいます。そのように祝福されます。私たちの方からいつ、どんなときにこの無能さが砕かれて消えていくようになるのでしょうか。神の力が現れるようになるのでしょうか。難しいことではありません。彼らに欠けていたことは何だったのでしょうか。

それはまず第１に彼らはイエスさまと一緒にいて見たにもかかわらず、イエスさまがどのような方なのか正しく未だわかっていなかったことです。それが問題です。悪霊にとりつかれている人がいるにもかかわらず、そこで何もできなかったというのはその悪霊を追い出し、すべての悪魔のしわざを打ち壊し勝利なさる真の王様であるイエスさま、そのイエスさまが本当にそのすべてに勝利なさる唯一のキリストであるということがよくわかっていませんでした。能力というものは私たちが鍛えて得られるものではなく、イエスさまがどういう方なのか正しくわかったそのときに無能さは崩れていくようになります。何も心配しなくてもよいです。勉強のために悩んでいるのでしょうか。自分の何かの無能さに、こうしたいのにどうしてもそうならない無能さに悩んでいらっしゃるのでしょうか。何も悩まなくて結構です。その無能さから脱出することができます。イエスさまがどういう方なのかわかったそのときに。多くの人がイエスさま、イエスさまと言いながらもイエスさまのことを正しくわかっていません。エリヤだと思う人もいるし、バプテスマのヨハネだという人も、エレミヤだという人も、預言者の一人だという人や様々な理解があります。それは結局、自分の、問題をはじめ、人々の問題に対しての理解がすべて肉的なもので霊的な理解がまったくないというところからくる問題ではないでしょうか。そうすると結局、イエスさまのお話を聞いて教会に通い、イエス、イエスと言いながらもイエスのことが正しく理解できません。イエスという言葉は飛び交っていますが、イエスがどういう方なのかよくわかっていません。結局、クリスチャンの無能さというものは、自分では勝手に理由を考えるでしょうが、理由は他にありません。クリスチャンが結局は力が無いというのは、イエスがどういう方なのかわかっていないがゆえに力が無いのです。自分が悪い、生まれた環境が悪い、今置かれている環境、背景があまりにもよくないというところに理由があるわけではありません。イエスがどういう方なのか正しくわかっていれば無能さは崩れていくようになります。そうでないのはそこに理由があったと認めなくてはいけません。神様は皆さんに、それに気づいた皆さんが心から「イエスさまのことを本当に正しく、キリストとしてわかるように。明らかになるようにしてください」という願いには１００％、２００％神様は答えられます。それに目が開かれたそのときに皆さんが今まで想像もできなかった素晴らしい神の力が自分自身に現れて、皆さんの目がぱっと開かれるようになります。ある意味、何にも怖いものなしとなります。私たちの力は他の何かにあるわけではありません。だれかが私の面倒をみてくれるからそこに力が生まれるわけでもありません。イエスがどういう方なのか。イエスはキリストです。イエスは真の預言者、真の祭司、真の王様であり、イエスは世の中にあるどんなにすごく、良いものでもまったく解決できない人にある霊的問題を完璧に永遠に解決されたキリストです。イエスは私たちはいることも知らないでいる悪魔、人を捕えて、人を苦しめてだましている悪魔の頭を踏み砕いて完全に勝利なさった真の王様です。イエスは私たちの罪によって絶対に自分の力では抜け出すことができない滅びの運命の力に捕らわれていた私たちをそこから完全に引き上げて、罪を完璧に清められた真の祭司です。神のかたちに造られた私たちが神を失い、すべてを失い、いのちを失い死んだものになってしまった私たちが、イエスさまを信じるだけで真の創造の神様と出会ってその神が永遠にともにおられるようになるいのち、真の預言者その方です。イエスはキリストです。本当にイエスさまがキリストだと正しくわかったというのは、世界中にイエスの他に救いの道はありません。わたしは道であり、真理であり、いのちなのです。わたしをとおしてでなければだれ一人父のみもとに来ることはありません。「希望は、答えはイエスしかいない」という答えが出るときにイエスさまが正しくわかったということです。道徳も、人格も、倫理も、マナーも、礼儀も答えにはなりません。人の愛情も、親の愛情も、子どもの親孝行も必要な内容でしょうが、人生の答えにはなりません。そういうことがあるかないかによって左右されるようなものではありません。その答えが出るときにイエスがわかったというのです。イエスはキリストです。唯一な方であり、また言葉を変えますとイエスの中にすべてが全部入っています。天にあるもの、地にあるものがイエスにあって一つになると言われています。だから、イエスさまが正しくわかったというのは、イエスがキリストであり、だから、唯一の道であり、自分の人生の解答であり、すべての問題を解決された方だとわかったときに、皆さんにあるどのような無能さでも、どういうタイプの絶対に無能さであっても全部崩れていくようになります。何も問題になりません。だから、問題にならないので言い訳にする必要もありません。しかも、イエスさまはよみがえられて昨日も、今日も、明日も、いつまでも変わることがない同じ方です。つまり、今も働いていらっしゃいます。今も生きています。これがイエスさまです。弟子たちにはイエスさまのことが未だにそのように正しくわかっていませんでした。そのイエスさまのことが正しくわかっていない、イエスさまに対する正しい信仰がないというのが問題です。悪霊が追い出されたのかどうかということはある意味、大きな問題ではありません。当然、追い出されるようになります。必ず、皆さんの家庭に、皆さん自分自身に、皆さんと関わっているところに神の国が臨まれ、悪霊と暗やみの力が追い出されて、取り去られるようになるというのは当然で当たり前なことです。イエスがどういう方なのかわかっていれば、ここが無能さから脱出する秘密です。それをイエスさまは今叱っていらっしゃいました。

それから、2番目はイエスさまのことを正しくわかったときに、このイエス・キリストにあって自分のことを新しく発見したときに無能さは崩れていくようになります。彼らはイエスさまのことをわかっていなかったので当然、自分自身が今どういう存在なのかよくわかっていません。目の前にある問題を前にしている自分がだれなのかよくわかっていません。それが問題でした。無能さから脱出するというのはイエスにあって自分を新しく発見したときに崩れていくようになります。皆さん、自分自身を変えようと慌てて努力しなくても結構です。イエスの中にあって自分がどんな存在なのか、新しい自分を発見してみてください。そうすると、皆さんは自然に変わります。無能な自分が、女の子の怖くて前で嘘をついていたペテロのように、死も恐れずに「世界中でイエスの他には救われる道はありません」と法廷で大胆に告白できる力あるものに変えられたように、皆さんも変わります。世の中では自分を変えるためにああしなさい、こうしなさいと言いますがそうではありません。無能さをどうにかするために、ライセンスをいっぱい獲得したり、あるいは勉強して知識をいっぱい詰め込んだり、いろいろな人脈を作ったり考えるでしょう。それはついてくるものであって、それによって無能さが無くなるわけではありません。イエスがどういう方なのかわかって、そして、そのイエスの中にあって新しい自分を発見したときに、皆さんは天からの力を受けるようになります。必ずそうなります。聖書にはこう言われています。だれでもイエス・キリストを信じる者は以前のものは過ぎ去り、古いものは過ぎ去り、すべてが新しくなっていると。イエスを信じるとすべてが新しくなっていると宣言しているのに、自分は自分が新しい者だとわかっていない、それが無能さの理由です。彼らが悪霊を追い出すことができなかった一つの理由です。これさえあれば私たちが「出ていけ」と言わなくても、必ず変わります。イエスの中にあって自分がどのように新しく変えられているのか。以前のものは過ぎ去り。だから、自分のことを考えるときに、今までは外見によって、その外見と言うのはすべて含めて申し上げますが、肉のレベルによって、私たちは自分のことを考えて評価していました。自分はああいう者、こういう者、愛情を受けていない者、あるいは良い環境で育った者、学歴のある者、無い者、ブスだ、ハンサムだといろいろな理由、評価の基準がありますが全部が外見で肉です。でも、イエス・キリストを信じて受け入れた瞬間、その肉的な部分が何も変わっていなくても、逆にそれがたとえひどい状態になったとしてもキリストにあって一人一人は神の聖霊が宿っている神殿であることがわかっていないのかとあります。神の神殿と呼ばれる存在、これは何を意味するのでしょうか。神様が永遠に住まいにしてともにおられると同時に、私たち自分の存在自体が計算できない尊い価値ある貴重なものになっているという意味です。頭がばかであっても。これを本当に発見して、なるほどとなった瞬間、無能さは崩れていきます。皆さんが頑張らなくても神の力が皆さんの勉強に、人格に、事業に現れるようになります。ここがなかなか発見できないようにサタンは今も必死になって攻撃をしています。
2部の礼拝で申し上げます。そういう意味でこういうことを発見してしっかり握ることを戦いと言います。それができないように攻撃してくるから。実を言いますとどういう理由であっても皆さん自分自身、イエスを信じている自分のことを馬鹿に思ったり、否定的に思ったり、がっかりしたりすることは全部不正解です。理由がどうであれ、それはイエス・キリストにあって新しい自分を見逃しているにすぎません。ぜひ、神の神殿、しかもそれを違う言葉で言いますといのちを所有しているのではなく、永遠のいのちを主有している者です。この祝福の価値、状態が永遠に変わることなくずっと続くということです。結局、ほとんどの頭の病気、精神的な心の病気というのは自分自身のことをどのように見ているかによってそこから全部生まれることです。だから、ここさえしっかり発見出来るようになれば、その人の様々な精神的な悩みはもう終わりです。必ず治ります。それでサタンはいつまでも過去に捕らわれてずっと自分の子分みたいにさまようことを願っているので、ここを発見できないように、ここをしっかりとアーメンできないように必死に私たちの頭、脳細胞を攻撃します。イエスにあって皆さんは新しく変えられました。それをぜひ発見してください。それが無能さからの脱出の秘密です。そういう人々を神の子どもと言います。受け入れた人々、すなわちイエスの名を信じた者は神の子どもとなる特権が与えられる、神様をアバ、父と呼ぶことができる、神様とのすべての関係が全部、回復している者、神の子どもです。ですから、当然、私たちがよくわかっていないだけであって、どこかに行って一生懸命祈るからではなく、イエスさまを受け入れたその瞬間からこの素晴らしい身分について悪霊を追い出し、人々を助け、世の中を変えることができる、皆さんの現場を必ず変えることができる権威を所有している者になりました。これが新しい自分です。何一つ心が縮まって不信仰になることは一つもありません。必ず変えられるようになりますので、その権威もあります。それでイエスを信じる者、王である祭司、世の光、世の塩と呼んでいます。それが皆さん自分自身です。それを発見しないといけません。

それから、最後の日が保証されている安全な人生です。どこにあってでしょうか。イエス・キリストの中にあって。自分のことを今までわかっていた自分、それは全部偽りです。肉に過ぎないものです。それを否定して、キリストにある新しい自分、それを自分自身、自分の脳細胞に言い聞かせてください。そして、それを発見できるように祈ってください。なぜ。悩むのでしょうか。なぜ気持ちが暗くなって、なぜ人を憎むのでしょうか。ここが発見できていないからです。他に理由を見つけようとしないでここが理由です。イエスのことがよくわかっていません。そして、イエスがわかっていないので当然、イエスの中にある新しい自分を発見していないがゆえに無能なのです。無能さが問題ではありません。新しい自分を発見した場合には死の陰の谷を歩いているときでも、刑務所の中に入れられているときでも、人に迫害されているときでも、パウロのようにお腹がすいているときでも、経済的に厳しいときでも豊かなときでも関係なく「私は幸せだ、幸いだ」と自分自身に対してそのように言えるようになります。また自分と自分の人生にプライドを持つようになるし、何より「なるほど。神様のみこころを十分に全うできる」と言えるようになります。自分が偉いからではなくて、新しい自分はそのような存在なので、主がともにおられる存在ですから、そのように自分自身を見直すようになります。もし皆さんの周りに問題があったとき、あるいは皆さん自分自身に霊的問題があったときにそれをしつこくやるという意味ではなく、皆さんの心の中では関わりが許される限りは絶対にあきらめないでください。すぐ変わるかどうかは問題ではありません。もうすでに勝利しているし、私には必ずそれに対抗して追い出す権威がもうすでにあることを譲ってはいけません。最後の最後までこれを握ってください。何か神様のみこころによって会えなくなったというケースは別でしょうが、関わりが許されている限りは皆さんの心の中で絶対あきらめないようにしてください。皆さん、自分自身の問題でもそうです。なぜでしょうか。私たちがそういう権威があるものですから。ですから、だまされることさえなければ結構です。それにもかかわらず、何か問題が目の前に来たり、エリコ城や紅海が目の前に来たときには、目に見える状況や目に見えるものに対してすぐ気が捕らわれてしまいます。それがだまされることです。あるいはそういうことによって自分で、自分の力でやってみようとアタックします。それも勘違いです。だまされることです。すでに私たちにはキリストがともにおられるわけですから権威があります。信じればよいのです。あきらめないでください。自分自身に対しての見方、考え方を全部直してください。特にイエスにあって新しい自分を発見した場合には人と比較すること、これほど悪いことはありません。これがサタンの道具です。比較してそこで生まれる優越感、逆に劣等感などはサタンの好都合です。それが人を、特にクリスチャンでも全部曲げてしまいます。結局、それが進んで行きますと被害意識に捕らわれるようになり、それがもっと進んで行けば被害妄想まで行くようになります。
昨日テレビを見ていたら、それがその人の心の問題でもそうなりますが、精神科のお医者さんが薬をたくさん処方することによって、薬物によってそちらの方に早く進むということもたくさんあるようです。どうしようもできないから、とにかく薬をどんどん増やした結果、薬物中毒になり何かが見えたり、自分が自分をコントロールできない状態になることが薬によってそうなることが多いようです。それが結局、被害意識、被害妄想の方に走るようになります。そのすべての根底には不安というものがあります。イエス・キリストにあって私たちは以前のものは過ぎ去り新しく作られました自分を発見すれば不安など持つ必要はありません。だから、比較したり、劣等感を持ったり、被害意識を持つなどは全部サタンの偽りです。そういうときに、そのような気持ちや意識が働くようになったときには、歯を食いしばってキリストを握って、そこにある新しい自分を探し、新しい自分と対面するようにしてください。それが戦いです。
それから、そこまで精神的に苦労していない方々は普段からこれを豊かに味わいだまされず、あきらめないようにしてください。サタンンはあきらめているかどうかわかっています。そのあきらめというのはイエスにある自分、自分にある権威というものが本物としてしっかり握れていないという裏返しなのでやられてしまいます。無能さ、それは心配しなくて結構です。イエスを正しく理解して、イエスにあって新しい自分を発見したときに自然に消えていきます。

最後、ここまで目が開かれるとこの世を見る目が変わります。つまり、この世を正しくわかったときに無能さから解放されます。この世はいろいろな形があります。でも、私たちはイエスが正しくわかって、イエスの中にある幸せな自分を発見したときに、この世は形と関係なく創世記3章の悪魔のしわざに捕らわれていることが見えてきます。そして、神を離れて神を否定するところです。ですから、形がどうであれすべてヒューマニズム、人本主義です。それが世に働いています。そえから、形がどうであれ、内容がどうであれ、霊的な目で見ると全部不信仰の力が動いているところがこの世です。その中で答えがあるはずがありません。だから、このヒューマニズムと不信仰によって少しうまくいったときには勘違いをして高慢になり、そうでないときにはわけもわからない、どうしようもできない苦しみに捕らわれて苦しんでいく、それがこの世と言うところです。全部まとめるとジョン・バ二ヤンが『天路歴程』でお話したようにこの世は形がどうであれしばらく時間が経つと滅びることが定まっているお城です。何かが起きたり、いろいろなニュースがあったり、ときにはハッピーなニュースがあったり、ときには悲惨なニュースがあったりしますが、それら一つ一つに私たちが右往左往する必要はありません。この世の中は勘違いか苦しみしかありません。結局は滅びることが定まっているところです。ですから、この世に対する結論は、私たちに臨まれ与えられたイエスの福音が絶対的に何より優先にして必要なところがこの世です。それが本当にわかったときに無能さは全部崩れます。結局、クリスチャンが無能なのは元々、才能がないからではありません。この世に対してまだ目が開かれていないから皆、無能なのです。神からの力が見られません。福音が絶対に必要な世の中がわかったときにもう文句を言う必要はありません。その暇もありません。私たちの方向、人生の理由が明らかになります。なんのために生きるのか方向がはっきりします。そこに無能さが崩れていきます。クリスチャンにはもうすでに神によって方向が定まっているのに、自分自身がまだ方向がしっかりしていないので力がわきません。他に理由はありません。環境が厳しいから、経済的に厳しいから、全然、そうではありません。ある人は恵まれた家庭に生まれたのに「私は学費を家からまったく援助してもらっていないから力がありません」と言います。そうすると、イエスさまが叱られたように「いつまで我慢していればいいのか」と言われます。イエスがだれなのかわかるのか。イエスを信じているあなたがどんな存在なのか発見できたのか。この世の中が、あなたの現場がどんなところなのかわかったのか。福音が絶対的に必要なところと。なるほど、この福音を伝えるために、この福音が伝わることのために私は生きている、存在すると、方向があいまいなところがこれっぽっちもありません。はっきりしています。何か病気を患ったのでしょうか。この福音宣教のために経験したことです。この福音宣教にきちんと方向を合わせるために神様が一つのタイミングを許されたことでもあるし、それをまた福音を伝えるための材料でもあります。うつを罹っているのでしょうか。何かの無能さを抱えているのでしょうか。霊的な問題で苦しんでいるのでしょうか。全部が福音宣教のためです。何一つ悪いことはありません。よくわかっていないことが、無知が悪いことです。世の神と言われているサタン、悪魔というものはキリストの栄光の光が私たちの心に輝かないように思いをくらませる働きを今もしていると聖書に書いてあります。だから、そこをいつも緊張しながら、礼拝をささげるときもそれにフォーカスを合わせてください。この世がどんなところなのか分かったときに、別に専門家やコメンテーターを無視するわけではありません。学ぶべき面はいっぱいあります。ただ、基本的には上からの目線で見るようになります。何も知らないくせにとなります。それくらいにならないと、それくらいのプライドを持たないといけません。先週も申し上げましたようにパウロのように王様の前でも「王様も結局よくわかっていないのですね。私のようになってください」これがパウロのプライドです。皆さんにも同じ祝福が今許されています。今週1週間、そしてこれからもずっと無能さが皆さんに付きまとうことがないように、今それがあれば脱出できるようにイエス・キリストに集中して、その中にある新しい自分を発見して、古い自分は全部捨てて否定してください。それが力です。それで条件、状況に関係なく幸せだと告白できるほど、そして、この世が正しく見えてくるように。そうすると約束します。皆さんの無能さはもう終わりです。皆さんの能力では計算できない神の力が皆さんと皆さんの人生の歩みに必ず現れるようになりますので。
最後です。だから、他の何かに心が奪われないように、だまされないようにして、今までのことがわかっていれば一つしか残りません。オンリー聖霊が臨まれると力を受けますと言う約束一つに絞って握り、その中に入っていっていただきたいと思います。聖書には言われています。これは人の力でも能力でもない、主の霊によってできるものです。これが鉄則です。その聖霊の力が約束されている者がクリスチャンです。イエス・キリストによって変えられた者です。あまり勉強、勉強と悩まないでください。勉強しないようにという意味ではありません。この勉強をできないようにする無能さというものがありますので、今日のメッセージを握って無能さから脱出するようにしてください。すると、勉強に神の力が現れます。オンリー聖霊が臨まれるとなので、祈りに専念し、その結果を必ず見るようにしてください。自分自身の中にある問題でも、何かの課題でも、伝道に対しても全部同じです。そのときに無能さは吹っ飛んでしまいます。それが聖書の証拠です。初代教会の人々は何もできない無能な人ばかりでした。聖霊が臨まれたときに、なぜそれができたでしょうか。イエスがキリストだとわかっていたのです。今、四方八方から苦しめられて何のバックグランドも能力もない乞食のような自分自身ですが自分がどういう存在なのか、世界を変えることができるすごい存在だということに気づいていました。しかも、自分の力と関係ありません。聖霊の力によるとわかっていたので祈りに専念していました。それで彼らの無能さは吹っ飛んでしまい、周りから変わり始めローマをひっくり返し、歴史の証拠を残すようになりました。昔の話ではありません。今も同じです。私たちの考え方を変えないといけません。無能さのためにではなく信仰がないからです。毎日、10分だけでも今日のメッセージのような内容を他のこと全部取り除いて深く黙想する時間を持つだけでも、皆さんは無能さから脱出するようになります。そうすると私たちはお証しせざるをえないし、神をほめたたえるようにならざるをえません。賛美しましょうといわなくても。必ずなります。ぜひそのように答えをもらっていただきたいと思います。
〈お祈り〉
愛する天の父なる神様、ありがとうございます。今日も神様が私たち一人一人をどれほど愛して、またご計画を持って導いていらっしゃるかを教えてくださり、そのために無能さから私たちを救いだし、力あるものとして、証人としてエルサレムから地の果てまで変えていく約束をありがとうございます。一人一人が今までの考え方を捨ててこのメッセージを答えとして握って、まず自分自身にある無能さが崩れる神の答えをしっかりと見るように聖霊様が助けてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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